
おもな
内容

3月定例会………………………………… 2
　12名が一般質問… …………………… 5
　委員会審査報告………………………11
　１月臨時会……………………………13
　審議結果………………………………13
　請願・陳情審査結果…………………14

議長の一言………………………………14
意見交換会アンケート結果……………15
東小学校６年生傍聴の感想……………16
北小学校６年生傍聴の感想……………17
先進地視察報告…………………………18
編集後記…………………………………18

発行／大町市議会
編集／市議会だより編集委員会
〒398-8601
長野県大町市大町3887番地
TEL.0261-22-1139
市議会ホームページ
http://www.city.omachi.
nagano.jp/

No.153
平成26年5月1日

市内入園式にて



おおまち市議会だより （2）
３月定例会

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

一般会計
162億2,000万円
（前年度比+2.4％↑）

市税
39億1,383万円
24.1％
前年度比－1.6％

市債
12億4,466万円
7.7％
前年度比－3.0％

使用料および手数料
2億8,476万円
1.8％
前年度比＋2.3％

分担金および負担金
1億8,410万円
1.1％
前年度比－2.0％

繰入金・繰越金
8億1,156万円
5.0％
前年度比＋22.9％

財産収入・諸収入など
9億8,814万円
6.1％
前年度比－4.1％

国・県からの補助金など
20億7,635万円
12.8％
前年度比＋12.1％

地方消費税交付金
などの交付金
4億8,760万円
2.9％
前年度比＋28.9％

地方譲与税
1億7,900万円
1.1％
前年度比－10.3％

地方交付税
60億5,000万円
37.4％
前年度比＋0.8％

地方交付税：市の財政力に応じて、国から交付されるお金
市税：市民税や固定資産税などで納めていただくお金
国・県からの補助金：事業に対しての国または県からの補助金
市債：事業を行うために市が銀行などから借りるお金

自主財源：市が国などに依存しないで自主
的に確保できるお金

依存財源：市が自主的に収入せず、国や県
などから配分されるお金

↑

自主財源
61億8,239万円
38.1％
前年度比 1.5％ ↑

自主財源
61億8,239万円
38.1％
前年度比＋0.8％

↑

依存財源
100億3,761万円
61.9％
前年度比＋3.3％↑

依存財源
100億3,761万円
61.9％
前年度比＋3.3％

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑ ↑

↑

↑

↑

消防費　5億9,018万円　3.7％
前年度比＋11.6％民生費

42億7,817万円
26.4％
前年度比＋4.0％

教育費
13億5,077万円　8.3％
前年度比＋0.1％

商工費
10億1,267万円　6.2％
前年度比＋5.6％

農林水産費
4億9,028万円　3.0％
前年度比＋11.2％

労働費
1億2,899万円　0.8％
前年度比－0.2％

議会費
1億7,246万円　1.1％
前年度比＋0.4％

予備費
3,500万円　0.2％
前年度比  0.0％

土木費
16億9,211万円　10.5％
前年度比－2.4％

公債費
19億1,767万円　11.8％
前年度比－7.4％

衛生費　22億7,712万円　14.0％
前年度比＋1.2％

一般会計
162億2,000万円
（前年度比+2.4％↑）

総務費
22億7,458万円　14.0％
前年度比＋10.4％

　
平
成
26
年
３
月
定
例
会
は
、
２
月
25
日
か
ら
３
月
14
日
の
18
日
間

の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
人
事
案
件
1
件
、
事
件
案
件
３
件
、
条
例
案
件
14
件
、
予
算
案
件

19
件
の
37
案
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
慎
重
審
査
の
結
果
す
べ
て
の

議
案
を
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

平
成
26
年

◆賛成討論◆
荒澤靖 議員…………………………………
市債を増やさず、重点施策（定住、産業振興、
教育・防災）に取り組む予算であり、着実な
執行を期待する。

二條孝夫 議員………………………………
ごみ処理施設建設は住民の悲願であり安全性、
環境調査を十分行い推進を求める。

◆反対討論◆
松島吉子 議員…………………………………
ケーブルテレビの加入率が低い。市臨時職員待
遇改善。こども医療のさらなる充実など求める。
ごみ処理施設建設は市民との対話不足、住民合
意なしでは禍根が残る。

大和幸久議員…………………………………
ごみ処理施設建設は温泉郷の景観影響などによ
る観光問題、矢沢水源問題などで不適切。

3
月
定
例
会

平成26年度  一般会計当初予算を可決
162億2,000万円 、前年比2.4％増

討論の末　14 対 3 で 可決

歳出

地
方
交
付
税
：
市
の
財
政
力
に
応
じ
て
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

市
税
：
市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
で
納
め
て
い
た
だ
く
お
金

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
：
事
業
に
対
し
て
の
国
ま
た
は
県
か
ら
の
補
助
金

市
債
：
事
業
を
行
う
た
め
に
市
が
銀
行
な
ど
か
ら
借
り
る
お
金

自主財源：市が国などに依存しないで自主的に確保できるお金
依存財源：市が自主的に収入せず、国や県などから配分されるお金歳入



おおまち市議会だより（3）
３月定例会

平成26年度の一般会計予算を　市民一人あたりに換算すると、
約 55 万 2,000 円 になります。

1 人あたりの内訳は、

人口 29,386 人で計算（平成26年3月末現在、外国人登録を含む）

各会計別予算規模
会計名 平成26年度 対前年度比（%）

一般会計 162 億 2,000 万円 +   2.4 %

特別会計

特別会計

国民健康保険 34 億 3,294 万円 +   2.7 %
後期高齢者医療 3 億 3,746 万円 +   8.9 %
公営簡易水道事業 2 億 5,862 万円 +   0.3 %
温泉宿泊施設事業 4,583 万円 + 63.7 %

企業会計

水道事業 8 億 1,069 万円 +   0.6 %
温泉引湯事業 1 億 3,461 万円 + 27.8 %
公共下水道事業 20 億 5,057 万円 + 44.5 %
農業集落排水事業 1 億 7,716 万円 + 68.1 %
病院事業 66 億 2,879 万円 + 15.0 %

特別・企業会計小計 138 億 7,673 万円 + 14.3 %
総計 300 億 9,673 万円 +   7.6 %

※会計別に 1 万円以下の端数があるため、内訳と小計は一致しません。

一般会計予算の動向
平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度

歳入・歳出 156 億 600 万円 158 億 4,600 万円 162 億 2,000 万円

福祉・子育て支援に
145,585 円

行政運営に
84,464 円

保健・医療・ごみ処理に
77,490 円

借金返済に
65,280 円

道路整備や除雪に
57,582 円

農業・商工・観光振興に
55,535 円

教育などに
45,966 円

消防・防災対策に
20,084 円
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３月定例会

●制度資金保証料補給ほか
………………………………5,236 万円
（産業振興事業）

●有料道路利用者負担軽減
…………………………………336 万円
（定住促進事業）

●八坂・美麻地区定住促進住宅建設
………………………………6,630 万円
（過疎対策事業）

●新婚生活応援商品券
…………………………………360 万円

●鷹狩山恋人の聖地モニュメント設置事業
…………………………………320 万円
（結婚支援事業）

●住宅リフォーム助成（９月申請分まで）
………………………………3,000 万円

●マイホーム取得助成
………………………………2,000 万円
（住宅環境事業）

●コミュニティスクール推進事業
…………………………………397 万円

●電子黒板導入
…………………………………… 9 万円
（教育環境整備事業）

●地域資源産業育成
………………………………5,978 万円
地サイダー開発・農業振興助成・など

●扇沢駐車場整備
………………………………1,280 万円

●若一王子神社公衆トイレ建設
………………………………3,000 万円
（観光都市づくり）

●消防団デジタル無線整備
………………………………7,116 万円
（災害対策事業）

●山岳博物館ライチョウ舎建設・飼育
………………………………4,900 万円
（ライチョウ飼育事業）

●国民健康保険運営支援
………………………………6,070 万円
（地域福祉事業）

●高度医療、耐震改修等繰出金
…………………………７億 9,755 万円
（大町病院再生事業）

大町市議会議員定数16人に改正する条例
制定、討論の末、賛成多数で可決

◇反対討論◇　平林英市議員

　議会の役割は、行政の施策と予算について
市民を代表してチェックすること。定数削減
で住民の声が反映されにくくなっては、民主
主義の否定につながり、議会の役割と機能が
低下する。

◇賛成討論◇　眞嶋強志議員

　1年８ヵ月 15回の会議で総合的に議論さ
れた結論であり、議員活動を活発にし少数精
鋭の議員活動に努める。
　市民の関心事で２人減が妥当である。

リニューアルした山博展望台からの眺め

一般会計の主な重点プロジェクト事業

その他の議案



おおまち市議会だより（5）
一般質問（個人質問）

　
質
問
　
市
財
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い

て
、
ハ
ー
ド
事
業
の
総
括
と
評
価
は
ど
う
か
。

　
答
弁
　
必
要
な
ハ
ー
ド
整
備
を
進
め
な
が

ら
実
質
公
債
費
比
率
は
13
・
３
％
、
将
来
負

担
比
率
を
64
・
２
％
と
大
き
く
改
善
で
き
た
。

ま
た
地
方
債
残
高
も
１
７
５
億
円
か
ら
１
５

０
億
円
ま
で
25
億
円
も
削
減
で
き
た
。
今
後

も
財
源
確
保
に
努
め
、
有
効
に
利
用
す
る
た

め
、
事
業
の
選
択
と
集
中
を
進
め
て
い
く
。

　
質
問
　
市
民
が
将
来
、
ふ
る
さ
と
大
町
か

ら
流
失
し
な
い
た
め
、
自
立
し
た
個
人
の
郷

土
愛
や
隣
人
愛
を
育
む
よ
う
な
、
具
体
的
な

施
策
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

　
答
弁
　
人
と
人
と
の
絆
や
地
域
の
絆
、
心

の
豊
か
さ
な
ど
の
価
値
観
を
重
要
視
し
て
、

愛
着
と
誇
り
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
こ
そ
が
重
要
と
考
え
る
。

　
質
問
　
生
活
費
を
生
み
出
せ
る
環
境
づ
く

り
が
、
新
年
度
予
算
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

れ
て
い
る
か
。

　
答
弁
　
既
存
企
業
の
進
行
や
、
産
業
立
地

推
進
員
の
配
置
に
よ
る
働
く
場
の
確
保
や
、

観
光
誘
客
の
観
点
か
ら
の
、
北
陸
新
幹
線
延

伸
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
で
あ
る
。
一
般
会
計
予

算
は
１
６
２
億
円
余
で
、
前
年
度
比
で
２
・

４
％
の
増
と
し
た
。
市
内
建
設
業
者
へ
の
工

事
発
注
を
含
め
、
市
民
に
対
し
て
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
通
じ
て
行
う
財
政
支
出
は
「
市
民
の

生
活
を
支
え
る
予
算
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
質
問
　
豪
雪
対
策
の
中
で

も
高
齢
者
の
独
り
暮
ら
し
が

増
加
し
て
い
る
地
域
へ
の
具

体
的
な
対
策
は
ど
う
か
。

　
答
弁
　
雪
か
き
支
援
隊
制

度
の
活
用
や
、
隣
近
所
の
支
え
あ
い
に
よ
っ

て
対
応
し
て
き
た
が
、
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
検
討
し
、
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

　
質
問
　
ラ
イ
チ
ョ
ウ
飼
育
舎
建
設
に
４
千

９
百
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ト
キ
や

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
よ
う
に
、
世
界
に
発
信
で
き

る
活
動
に
す
べ
き
だ
。
ま
た
、
本
来
の
博
物

館
活
動
の
復
活
を
願
っ
て
い
る
が
、
市
の
考

え
は
。

　
答
弁
　
県
環
境
保
全
研
究
所
と
協
力
協
定

を
締
結
し
て
学
術
的
な
探
求
を
進
め
、
山
岳

博
物
館
が
先
頭
に
立
ち
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
飼
育

を
リ
ー
ド
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

個 人 質 問

市
長
の
総
括
と
３
期
へ

の
意
欲
を
聞
く

荒
澤
　
靖

ライチョウ研究の成功を願う

入園式ーわたしは何組かな？−

一般質問
ここが聞きたい　ただしたい
３月定例会では、12 名の議員が個人質問を行いました。
以下はその要旨です。（この欄は、質問議員の原稿どおり掲載しています。正
式な記録は会議録、または市議会ホームページ議会録画中継でご覧ください）
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一般質問（個人質問）

　
質
問
　
定
住
促
進
の
た
め
の
戦
略
的
・
魅

力
的
な
ま
ち
づ
く
り
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

　
答
弁
　
当
市
の
特
性
を
生
か
し
、
様
々
な

観
点
か
ら
総
合
的
に
取
り
組
む
。
住
み
た
い

ま
ち
・
住
み
続
け
た
い
ま
ち
・
帰
り
た
い
ま

ち
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、施
策
体
系
を
立
て
る
。

　
質
問
　
大
町
市
の
体
質
改
善
を
す
る
た
め

の
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
答
弁
　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
点
検
し
、

将
来
展
望
に
立
っ
て
様
々
な
魅
力
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
、
地
域
の
体
質
改
善
に
つ
な
が

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
質
問
　
地
サ
イ
ダ
ー
の
開
発
事
業
に
つ
い

て
、
そ
の
業
務
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
答
弁
　
黒
部
ダ
ム
破
砕
帯
の
水
を
使
う
。

（
仮
称
）
地
サ
イ
ダ
ー
製
作
委
員
会
を
創
設

し
、
製
作
・
販
売
・
Ｐ
Ｒ
を
進
め
る
。

　
質
問
　
現
在
認
識
し
て
い
る
資
源
の
活
用

で
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

　
答
弁
　
北
ア
ル
プ
ス
の
雄
大
な
景
観
や
清

涼
感
、
豊
富
で
良
質
な
地
下
水
な
ど
を
地
域

資
源
と
捉
え
て
い
る
。
農
業
・
観
光
業
・
発

電
事
業
な
ど
は
、
地
域
資
源
そ
の
も
の
で
あ

る
。
市
内
の
企
業
・
団
体
か
ら
商
品
開
発
な

ど
の
相
談
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
支

援
を
し
て
い
く
。

　
質
問
　
北
陸
新
幹
線
関
連
事
業
に
対
す
る

市
の
思
い
入
れ
は
ど
う
か
。

　
答
弁
　
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
を
起
点
と
し
た

連
絡
協
議
会
を
組
織
し
、
新
年
度
か
ら
エ
ー

　
質
問
　
６
月
か
ら
運
行
を
開
始
す
る
市
街

地
循
環
バ
ス
は
、
ザ
・
ビ
ッ
グ
及
び
西
友
な

ど
を
含
め
た
運
行
経
路
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
市
街
地
周
辺
を
く
る
く
る
回
る

バ
ス
を
運
行
す
る
目
的
は
何
か
。

　
答
弁
　
現
在
の
市
民
バ
ス
運
行
経
路
は
、

全
て
の
路
線
が
大
町
駅
か
ら
各
地
区
へ
放
射

線
状
に
運
行
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
市
街
地

循
環
バ
ス
で
つ
な
ぎ
、
市
街
地
活
性
化
や
利

便
性
の
高
い
移
動
手
段
の
確
保
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　
質
問
　
市
街
地
循
環
バ
ス
の
利
用
促
進
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

　
答
弁
　
広
報
お
お
ま
ち
へ
の
掲
載
や
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
を
活

用
し
て
周
知
を
図
る
ほ
か
、
報
道
機
関
・
福

祉
団
体
等
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
る
。

　
質
問
　
バ
ス
の
特
徴
は
。

　
答
弁
　
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
の
車
両
で

乗
車
定
員
は
13
名
、
デ
ザ
イ
ン
は
、
お
お
ま

ぴ
ょ
ん
を
活
用
す
る
な
ど
、
親
し
み
と
愛
着

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て

い
る
。

　
質
問
　
一
便
あ
た
り
の
平
均
乗
車
人
数
は

何
名
を
目
標
と
し
て
い
る
か
。

　
答
弁
　
数
値
目
標
は
考
え
て
い
な
い
が
、

多
く
の
市
民
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
質
問
　
市
街
地
を
一
周
す
る
時
間
は
ど
の

く
ら
い
か
。

　
答
弁
　
市
街
地
を
約
40
分
で
運
行
す
る
。

ジ
ェ
ン
ト
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
を
展
開
し
て
い
く
。
新

幹
線
延
伸
に
よ
り
、
入
客
数

も
増
加
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
積
極
的
な
観
光
客
の

呼
び
込
み
を
図
っ
て
い
く
。

　
質
問
　
観
光
協
会
が
法
人
化
し
た
場
合
、

観
光
事
業
に
つ
い
て
、
行
政
と
民
間
が
う
ま

く
す
み
分
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
が
。

　
答
弁
　
行
政
は
観
光
戦
略
と
イ
ン
フ
ラ
を

含
む
環
境
整
備
を
担
当
し
、
観
光
協
会
は
誘

客
・
宣
伝
や
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
担
当

す
る
。
行
政
と
観
光
協
会
が
と
も
に
協
力
し

て
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
観
光
協
会

の
法
人
化
で
は
、
観
光
協
会
が
何
を
目
標
と

し
、
ど
の
よ
う
な
組
織
体
制
に
す
る
の
か
、

検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
役
割
の
あ
り
方

を
整
理
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
質
問
　
市
街
地
循
環
バ
ス

を
運
行
す
る
便
の
間
隔
は
ど

の
く
ら
い
か
。

　
答
弁
　
市
街
地
循
環
バ
ス

は
、
右
ま
わ
り
と
左
ま
わ
り

を
、
そ
れ
ぞ
れ
平
日
は
１
日
５
便
ず
つ
、
土

曜
日
は
４
便
ず
つ
運
行
す
る
。

　
詳
細
な
時
刻
表
を
５
月
１
日
号
の
広
報
お

お
ま
ち
と
共
に
、
各
戸
に
配
布
す
る
。
便
の

間
隔
は
、
最
短
で
48
分
間
、
最
長
で
１
時
間

37
分
で
あ
る
。

　
北
陸
新
幹
線
関
連
事
業
に
つ
い
て

　
質
問
　
来
年
３
月
に
長
野
・
金
沢
間
が
開

業
す
る
北
陸
新
幹
線
延
伸
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
大
町
市
の
魅
力
あ
る
観
光
商
品
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
つ
く
ら
れ
た
の
か
。

　
答
弁
　
大
町
市
の
魅
力
あ
る
観
光
商
品
は

ほ
ぼ
出
来
上
が
り
つ
つ
あ
る
が
、
具
体
的
に

発
表
で
き
る
段
階
で
は
な
い
。

大
町
を

元
気
に
す
る
た
め
に

市
街
地
循
環
バ
ス

運
行
に
つ
い
て

髙
橋
　
正

中
牧
　
盛
登

ワイン用ぶどうを大町の特産に

６月から運行する市街地循環バス



おおまち市議会だより（7）
一般質問（個人質問）

　
質
問
　
平
成
19
年
３
月
定
例
会
一
般
質
問

に
お
い
て
、
私
は
中
信
の
他
市
と
比
較
し
、

大
町
市
の
臨
時
職
員
の
待
遇
が
悪
く
、
改
善

す
る
よ
う
に
質
問
、
提
案
し
た
。
市
の
将
来

を
担
う
子
ど
も
達
を
育
て
る
大
切
な
仕
事
に

つ
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
に
、
生
活
が
不

安
定
に
な
る
状
況
は
で
き
る
限
り
改
善
す
べ

き
で
あ
る
。
今
回
、
本
人
が
希
望
す
れ
ば
、

３
年
と
か
、
５
年
と
か
の
任
期
付
き
職
員
と

し
て
採
用
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

　
答
弁
　
少
子
化
が
進
行
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
中
、
保
育
園
の
適
切
な
運
営
や
受
け

入
れ
児
童
及
び
保
護
者
へ
の
き
め
細
や
か
な

対
応
と
い
う
面
か
ら
、
優
れ
た
職
員
の
確
保

に
向
け
、
任
期
付
き
職
員
の
問
題
を
含
め
、

適
正
な
職
員
体
制
の
あ
り
方
や
、
処
遇
改
善

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

　
質
問
　
担
任
を
も
っ
て
い
る
人
は
月
額
の

臨
時
職
員
と
、担
任
を
も
っ
て
い
な
い
人
は
日

額
と
差
を
つ
け
る
こ
と
は
問
題
で
は
な
い
か
。

　
答
弁
　
今
回
賃
金
改
定
を
行
っ
た
こ
と
で
、

新
し
い
人
が
応
募
し
て
く
れ
、
成
果
が
で
た

と
考
え
て
い
る
。
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

　
生
ご
み
堆
肥
化
に
つ
い
て

　
質
問
　
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
答
弁
　
実
証
実
験
の
成
果
を
基
に
八
坂
堆

肥
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
て
、
生
ご
み
堆
肥
化

施
設
を
併
設
し
、
本
年
２
月
１
日
か
ら
運
営

を
開
始
し
た
。
将
来
展
望
と
し
て
は
、
堆
肥

セ
ン
タ
ー
最
大
処
理
量
の
日
量
１
・
５
ト
ン
、

　
質
問
　
安
曇
病
院
の
新
棟
建
築
に
国
の
補

助
は
７
億
円
、
さ
ら
に
自
治
体
の
支
援
が
８

億
円
。
自
治
体
病
院
が
同
条
件
の
場
合
、
国

の
補
助
が
同
額
で
、
他
の
自
治
体
か
ら
の
支

援
な
し
で
は
対
等
で
は
な
い
。
大
町
病
院
に

厚
生
連
か
ら
医
師
を
派
遣
す
る
よ
う
要
請
し

た
ら
ど
う
か
。
今
回
の
当
初
予
算
で
大
北
圏

内
の
被
災
者
を
受
け
入
れ
る
収
容
施
設
を
建

設
す
る
が
、
対
等
の
負
担
を
４
町
村
に
求
め

た
ら
ど
う
か
。
両
病
院
の
協
定
書
で
、
具
体

的
な
目
的
と
役
割
は
何
か
。
将
来
に
向
け
た

大
北
医
療
圏
の
構
想
は
。

　
答
弁
　
安
曇
病
院
の
入
院
患
者
を
見
る
と

大
町
市
民
が
相
当
多
く
利
用
し
て
お
り
、
一

定
の
協
力
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
公
的
病
院

と
自
治
体
病
院
は
設
置
目
的
の
違
い
も
あ
り
、

単
純
に
比
較
で
き
な
い
。
厚
生
連
か
ら
の
医

師
派
遣
は
、
医
師
不
足
の
現
状
で
は
困
難
。

災
害
被
災
者
収
容
施
設
の
基
本
は
市
民
を
対

象
と
す
る
施
設
。
将
来
の
大
町
病
院
の
大
規

模
改
修
な
ど
で
は
、
近
隣
の
町
村
に
協
力
体

制
を
要
請
す
る
よ
う
検
討
し
た
い
。
連
携
協

定
は
昨
年
か
ら
具
体
的
な
懇
談
を
重
ね
て
い

る
。
両
院
が
医
療
体
制
の
充
実
を
図
り
、
他

医
療
圏
へ
の
流
出
を
抑
え
、
救
急
医
療
を
圏

域
内
で
完
結
す
る
こ
と
が
大
北
医
療
圏
の
将

来
構
想
の
基
本
で
あ
る
。

　
内
水
面
水
産
業
振
興
を

　
質
問
　
市
の
水
産
振
興
事
業
の
予
算
は
貧

弱
で
、
伝
統
と
在
来
魚
の
生
態
系
を
守
れ
る

年
間
５
４
０
ト
ン
に
近
づ
け

る
よ
う
、
自
治
会
や
宿
泊
業

の
皆
様
と
調
整
を
進
め
た
い
。

　
質
問
　
温
泉
郷
や
街
中
か

ら
今
年
ど
れ
だ
け
集
め
る
の

か
。
日
量
１
・
５
ト
ン
は
い
つ
達
成
さ
れ
る

の
か
。

　
答
弁
　
明
確
な
目
標
年
度
は
な
い
。
な
る

べ
く
早
く
達
成
し
た
い
。
温
泉
郷
の
宿
泊
施

設
か
ら
は
今
年
２
軒
が
協
力
し
て
く
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　
質
問
　
年
間
の
委
託
料
は
、
決
ま
っ
て
い

る
。
早
く
１
・
５
ト
ン
に
近
づ
け
な
い
と
、
無

駄
な
委
託
料
を
払
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
で

き
あ
が
る
堆
肥
は
高
上
が
り
に
な
る
し
、
焼

却
時
の
ト
ン
当
た
り
３
万
円
削
減
の
利
益
が

減
る
。
事
業
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
で
無
駄
な

税
金
を
払
う
こ
と
に
な
る
認
識
は
あ
る
の
か
。

　
答
弁
　
指
摘
は
ご
も
っ
と
も
で
あ
る
。

と
考
え
る
か
。
釣
り
客
誘
客

は
観
光
事
業
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
お
り
、
誘
客
宣

伝
を
大
い
に
広
げ
る
べ
き
だ
。

淡
水
魚
の
加
工
事
業
を
進
め
、

市
の
ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
し
て
広
く
宣
伝
す
る

こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
　

　
答
弁
　
財
政
面
で
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
捕

獲
に
19
万
２
千
円
、
中
綱
湖
の
ブ
ル
ー
ギ
ル

駆
除
に
20
万
円
、
市
漁
連
へ
の
負
担
金
15
万

円
、
淡
水
魚
ふ
化
及
び
放
流
事
業
補
助
金
45

万
円
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
釣
り
大
会
負
担
金
な

ど
合
計
99
万
７
千
円
支
援
し
て
い
る
ほ
か
、

中
綱
湖
ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
大
会
に
別
途
40
万
円

助
成
。
当
市
は
仁
科
三
湖
や
多
く
の
渓
流
を

有
す
る
地
域
で
、
釣
り
を
含
め
水
に
親
し
む

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
今
後
も
宣
伝
に
努
め
、

豊
か
で
清
ら
か
な
水
で
育
っ
た
お
い
し
い
淡

水
魚
の
普
及
・
宣
伝
に
努
め
て
い
く
。

保
育
士
な
ど
の
臨
時
職
員

を
任
期
付
き
職
員
に

安
曇
病
院
へ
の
補
助
と

大
町
病
院
と
の
関
連
は

八
木
　
聡

平
林
　
英
市

スピードが求められる堆肥化事業

改築に市の補助を求める安曇病院



おおまち市議会だより （8）
一般質問（個人質問）

　
質
問
　
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
経
済
対

策
に
つ
い
て
、
考
え
は
。

　
答
弁
　
４
月
以
降
、
駆
け
込
み
需
要
の
反

動
に
加
え
、
物
価
の
上
昇
・
料
金
改
定
等
、

景
気
の
減
退
を
懸
念
す
る
報
道
も
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
直
接
的
な
経
済
効
果
が
期
待
で

き
る
建
設
分
野
に
関
し
て
、
25
年
度
以
上
の

事
業
量
を
確
保
し
た
。
予
算
の
執
行
に
つ
い

て
は
、
四
半
期
ご
と
の
発
注
目
標
を
設
定
し
、

効
果
的
に
推
進
し
て
い
く
。
観
光
産
業
に
お

い
て
も
、
誘
客
宣
伝
や
施
設
整
備
に
力
点
を

置
く
と
と
も
に
、
地
域
商
品
券
事
業
・
市
街

地
循
環
線
バ
ス
の
運
行
等
、
市
内
で
の
消
費

拡
大
を
目
指
し
て
い
く
。
ま
た
、
経
済
対
策

の
持
続
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
あ
る
程
度
の

景
気
回
復
が
実
感
で
き
る
ま
で
、
粘
り
強
く

継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
質
問
　
県
道
長
野
大
町
線
「
日
高
ト
ン
ネ

ル
」
の
通
行
料
負
担
軽
減
と
無
料
化
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

　
答
弁
　
今
回
の
負
担
軽
減
は
、
県
及
び
道

路
公
社
・
関
係
自
治
体
が
連
携
し
て
事
業
化

し
た
も
の
で
、
通
勤
・
通
学
の
時
間
帯
に
割

引
制
度
を
導
入
す
る
も
の
で
あ
る
。
利
用
者

負
担
は
通
常
の
５
割
と
し
、
残
り
の
５
割
を

道
路
公
社
２
割
・
県
が
２
割
・
市
町
村
が
１

割
を
負
担
す
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
定
住

支
援
策
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

無
料
化
に
つ
い
て
県
は
、
現
時
点
で
は
財
政

　
質
問
　
中
学
校
運
動
部
の
朝
練
習
に
つ
い

て
。

　
答
弁
　
市
教
委
は
、
基
本
事
項
に
つ
い
て

市
内
全
中
学
校
が
同
一
の
方
針
で
取
り
組
む
。

各
学
校
は
、
全
教
職
員
が
自
校
の
部
活
動
を

見
直
し
、
共
通
理
解
を
図
る
。
社
会
体
育
活

動
は
、
学
校
管
理
の
部
活
動
に
一
本
化
す
る
。

各
部
は
運
営
計
画
を
作
成
、
学
校
は
部
活
動

運
営
全
体
計
画
を
作
成
し
、
生
徒
・
保
護
者

に
活
動
の
予
定
な
ど
説
明
を
行
う
。
外
部
指

導
者
の
委
嘱
は
「
指
導
者
実
施
要
領
」
に
基

づ
き
学
校
長
が
委
嘱
す
る
。「
ス
ポ
ー
ツ
文

化
活
動
運
営
委
員
会
」
を
組
織
し
、
現
在
、

各
中
学
校
の
策
定
と
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
質
問
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
観
光
資
源
と
す

る
考
え
に
つ
い
て
。
一
例
と
し
て
、
大
町
ア

ル
プ
ス
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
観
光
資
源
と
し
て

活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
答
弁
　
ツ
ア
ー
商
品
化
に

つ
い
て
は
、
大
会
実
行
委
員

会
と
連
携
、
観
光
関
係
者
と

は
情
報
を
共
有
し
、
商
品
化

の
可
能
性
を
検
討
す
る
。
運

営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
ツ

ア
ー
も
大
会
運
営
の
大
き
な

力
に
な
る
の
で
関
係
者
と
検

討
す
る
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、

競
技
者
・
大
会
関
係
者
・
応

援
観
戦
者
も
多
く
参
加
す
る

の
で
、
周
辺
地
域
の
観
光
に

等
の
理
由
か
ら
困
難
と
し
て

い
る
。

　
質
問
　
26
年
度
、
実
施
設

計
に
入
る
市
街
地
か
ら
農
具

川
に
向
け
た
バ
イ
パ
ス
管か

ん

渠き
ょ

の
規
模
、
流
雪
溝
機
能
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
答
弁
　
市
街
地
に
流
入
す
る
用
水
や
雨
水

を
、
上
流
部
に
お
い
て
抑
制
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
俵
町
・
大
黒
町
・
白
塩
町
付
近

を
通
過
し
農
具
川
に
放
流
す
る
、
整
備
延
長

９
０
０
ｍ
の
新
設
バ
イ
パ
ス
管か

ん

渠き
ょ

の
測
量
と

実
施
設
計
を
実
施
す
る
。
雨
水
管か

ん

渠き
ょ

の
内
径

は
１
ｍ
四
方
の
断
面
を
想
定
し
て
い
る
。
流

雪
溝
と
し
て
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
降
雪
時

の
、
特
に
機
械
に
よ
る
除
雪
作
業
が
困
難
な

中
心
市
街
地
に
お
い
て
、
有
効
な
施
設
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
利
用
が
可
能
か
、
冬
季
間
の

水
量
確
保
や
水
利
関
係
、
施
設
の
管
理
、
構

造
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

期
待
が
で
き
る
。
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
活
用
は
、
観
光
誘
客

の
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ

る
。

　
質
問
　
宝
島
社
「
住
み
た

い
田
舎
」
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
５
位
の
結
果

を
、
今
後
の
定
住
促
進
施
策
に
ど
の
よ
う
に

活
用
す
る
の
か
。
対
外
的
Ｐ
Ｒ
強
化
方
法
に

つ
い
て
。

　
答
弁
　
移
住
者
を
歓
迎
す
る
市
民
の
気
持

ち
や
、
市
民
協
働
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ

た
も
の
と
考
え
る
。
移
住
を
考
え
る
首
都
圏

の
人
に
、
当
市
に
対
す
る
好
感
度
の
向
上
や

関
心
度
に
寄
与
す
る
と
期
待
を
す
る
。
今
回

の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
更
な

る
施
策
の
充
実
に
努
め
る
。
情
報
発
信
は
重

要
な
要
素
で
あ
る
の
で
、
市
民
へ
の
発
信
強

化
と
理
解
を
促
進
す
る
。
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
や
市

民
バ
ス
に
車
内
広
告
を
掲
出
し
て
周
知
を
強

化
。
市
内
宿
泊
施
設
や
店
舗
に
定
住
促
進
の

ポ
ス
タ
ー
掲
示
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
は
、

移
住
相
談
ブ
ー
ス
を
設
け
る
。

新
年
度
予
算
に
つ
い
て

部
活
朝
練
・
観
光
資
源
・

住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
５

和
田
　
俊
彦

眞
嶋
　
強
志

地方経済はどこまで議論されたか

殊勲・敢闘・技能　三賞



おおまち市議会だより（9）
一般質問（個人質問）

　
質
問
　
地
方
公
営
企
業
会
計
制
度
は
、
行

政
と
経
営
の
分
離
を
目
的
と
し
て
、
水
道
事

業
な
ど
収
入
が
あ
る
事
業
は
自
治
体
が
設
置

し
た
企
業
と
み
な
し
、
一
般
行
政
と
は
別
の

会
計
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
大
町

市
で
は
、
水
道
・
温
泉
引
湯
・
病
院
の
3
事

業
が
適
用
さ
れ
て
い
た
が
、
26
年
度
予
算
か

ら
は
、
新
た
に
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排

水
事
業
が
加
わ
り
5
事
業
と
な
っ
た
。
ま
た
、

今
予
算
か
ら
同
会
計
制
度
の
大
幅
改
正
が
行

わ
れ
、
単
な
る
会
計
処
理
の
変
更
だ
け
で
は

な
く
、「
健
全
経
営
の
あ
り
方
」
や
「
適
正

な
市
民
負
担
の
あ
り
方
」
が
問
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
今
制
度
改
正
に
よ
る
変
更
点
と
、

ね
ら
い
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
答
弁
　
今
回
の
制
度
改
正
は
、
企
業
会
計

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、
地
方
公
営
企
業
の

特
性
等
を
適
切
に
反
映
す
る
よ
う
改
正
さ
れ
、

市
で
は
26
年
度
予
算
か
ら
適
用
し
た
。
会

計
基
準
の
主
な
変
更
点
は
、「
み
な
し
償
却
」

を
廃
止
し
、
補
助
金
等
に
つ
い
て
は
「
長
期

前
受
金
」
と
し
て
負
債
に
計
上
、
新
た
に
退

職
給
付
引
当
金
が
義
務
化
さ
れ
た
。
ま
た
、

資
金
繰
り
を
明
確
に
す
る
た
め
「
キ
ャ
ッ
シ

ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
」
の
作
成
が
義
務
化
さ

れ
た
等
で
あ
る
。
こ
の
会
計
制
度
の
導
入
に

よ
り
、
経
営
状
況
の
更
な
る
透
明
化
が
図
ら

れ
、
今
後
の
健
全
経
営
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
。

　
水
道
事
業
で
は
、
給
水
人
口
の
減
少
に
伴

　
質
問
　
藤ふ
じ

尾お

覚か
く

音お
ん

寺じ

は
昔
か
ら
「
藤
尾
の

観
音
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
、
地
元
・
近
隣
は
も

ち
ろ
ん
遠
く
の
人
か
ら
も
尊
ば
れ
、
親
し
ま

れ
て
い
る
。
千
手
観
音
・
持
国
天
・
多
聞
天

像
は
と
も
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
市
の
宝
と
し
て
後
世
に
残
し
た
い
。

ぜ
ひ
光
を
あ
て
て
多
く
の
人
に
観
て
い
た
だ

き
た
い
が
、
市
は
ど
ん
な
方
針
で
い
る
か
。

　
答
弁
　
市
内
に
は
覚
音
寺
を
含
め
国
宝
・

重
要
文
化
財
が
６
か
所
、
11
件
存
在
し
、
県

市
指
定
文
化
財
が
96
件
あ
る
。
市
の
重
要
な

財
産
で
あ
り
、
教
育
の
貴
重
な
題
材
と
し
て
、

ま
た
観
光
振
興
の
観
点
か
ら
積
極
的
に
普
及

Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
と
共
に
、
管
理
保
護
を
推
進

し
て
い
く
。

　
質
問
　
市
内
の
小
中
学
校
の
総
合
学
習
に

文
化
財
巡
り
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　
答
弁
　
新
任
の
教
師
に
は
、
覚
音
寺
等
市

内
の
文
化
財
を
訪
問
し
、
解
説
し
て
い
る
。

小
学
６
年
生
の
歴
史
を
学
ぶ
学
習
の
際
に
は
、

市
内
の
教
材
を
使
っ
た
授
業
を
教
師
と
一
緒

に
や
っ
て
い
る
。
文
化
財
を
大
切
に
し
て
、

郷
土
愛
を
育
ん
で
い
き
た
い
。

　
各
種
予
防
接
種
の
充
実
を

　
質
問
　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

は
、
県
下
19
市
の
う
ち
９
市
が
助
成
し
て
い

る
。
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
答
弁
　
小
児
は
無
料
で
、
有
料
だ
っ
た
成

人
は
10
月
か
ら
省
令
改
正
等
が
さ
れ
、
費
用

の
３
割
程
度
が
地
方
交
付
税
措
置
さ
れ
る
見

い
有
収
水
量
が
減
少
し
て
い

る
。
今
後
は
老
朽
化
し
た
水

道
施
設
の
計
画
的
な
更
新
が

必
要
に
な
る
。
従
っ
て
、
今

後
の
現
金
資
産
の
減
少
は
避

け
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。
温
泉
引
湯
事
業
で

は
、
企
業
債
の
借
入
は
な
い
が
、
施
設
の
更

新
に
概
算
事
業
費
で
17
億
円
近
い
金
額
が
必

要
で
あ
り
、
今
後
料
金
の
改
定
の
検
討
が
必

要
。
下
水
道
事
業
で
は
、
法
の
適
用
に
関
わ

ら
ず
独
立
採
算
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

経
営
は
使
用
料
収
入
で
賄
わ
れ
る
。
今
制
度

改
正
に
よ
り
経
営
上
の
問
題
点
が
よ
り
把
握

し
易
く
な
り
、
経
営
健
全
化
に
向
け
た
対
策

に
活
か
す
。
大
町
病
院
は
、
制
度
の
改
正
に

よ
り
見
か
け
上
の
財
務
状
況
が
悪
化
し
て
い

る
が
、
病
院
経
営
の
実
態
に
変
化
を
生
じ
た

も
の
で
は
な
い
。
今
後
も
地
域
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
病
院
経
営
を
行
う
。

込
み
。
一
部
個
人
負
担
が
生

じ
る
が
、
残
り
は
市
で
補
助

す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

　
質
問
　
市
と
し
て
風
し
ん

の
予
防
接
種
補
助
と
、
県
が

抗
体
検
査
を
無
料
で
行
う
こ
と
の
周
知
を
積

極
的
に
周
知
し
て
ほ
し
い
。

　
答
弁
　
抗
体
検
査
は
詳
細
が
示
さ
れ
次
第
、

周
知
。
予
防
接
種
の
公
費
負
担
は
抗
体
検
査

や
各
市
の
状
況
を
見
て
検
討
し
た
い
。

　
質
問
　
水す

い

痘と
う

・
お
た
ふ
く
風
邪
・
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
・
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
、
国

の
動
向
と
市
の
対
応
は
。

　
答
弁
　
水す

い

痘と
う

は
10
月
か
ら
定
期
接
種
化
さ

れ
、
個
人
負
担
は
無
料
に
な
る
見
込
み
。
お

た
ふ
く
風
邪
・
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
は
定
期
接
種

化
の
検
討
が
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
65
歳
以
上
の
個
人
負
担
が
千
円
。
市
と

し
て
は
接
種
率
向
上
に
努
め
る
。

企
業
会
計
の
変
更
点
と

ね
ら
い
は

重
要
文
化
財
に
光
を
あ
て

観
光
・
学
習
に
生
か
し
て

大
厩
　
富
義

松
島
　
吉
子

下水処理の大町浄水センター

山里にたたずむ覚音寺



おおまち市議会だより（10）
一般質問（個人質問）

重
要
な
観
光
資
源
「
北
ア
ル
プ
ス
を
背
景
に

し
た
里
山
の
景
観
」
に
影
響
は
な
い
の
か

　
質
問
　
先
の
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
議

会
で
、
市
長
は
「
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
か
ら

の
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
、
そ
の
影
響
は
考

え
に
く
い
と
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
」
と
報

告
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
ど
の

よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

　
答
弁
　
観
光
協
会
だ
け
を
対
象
に
し
た
調

査
は
行
わ
な
い
。

　
質
問
　
大
町
温
泉
郷
観
光
協
会
か
ら
「
一

番
の
問
題
は
、
実
際
に
訪
れ
る
一
般
観
光
客

の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
で
あ
り
、
観
光
客
に
人

気
が
な
く
な
れ
ば
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
も
、

お
客
を
送
り
込
ま
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
」
と
言
う
指
摘
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
市
は
ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
ち
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

　
答
弁
　
影
響
は
与
え
な
い
と
考
え
る
。
　

　
質
問
　
広
域
連
合
は
、
１
月
に
ご
み
焼
却

場
の
煙
突
と
同
じ
高
さ
の
バ
ル
ー
ン
を
あ
げ

た
。
温
泉
郷
観
光
協
会
で
も
、
里
山
の
景
観

の
中
に
ど
の
よ
う
に
見
え
る
か
、
な
ど
に
つ

い
て
調
査
を
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

市
は
調
査
を
す
る
意
思
が
あ
る
の
か
。

　
答
弁
　
調
査
は
し
な
い
。

　
矢
沢
水
源
に
及
ぼ
す
影
響
は
な
い
の
か

　
質
問
　
12
月
定
例
会
で
市
は
「
表
流
水
は

直
接
矢
沢
水
源
に
は
届
い
て
い
な
い
」
と
答

弁
し
た
。
矢
沢
水
源
の
表
流
水
を
構
成
す
る

　
質
問
　
稲
城
市
な
ど
は
、
介
護
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
っ
た
方
に
対
し
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
し
、
た
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
換
金

が
行
え
る「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」

を
導
入
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
大
町
市
も
、
こ
の

制
度
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　
答
弁
　
ポ
イ
ン
ト
制
の
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
は
、
全
国
で
約
50
の
自
治
体
が

導
入
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、
高
齢

者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
と
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
さ
れ
る
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
保
険

料
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
等
に
活
用
で
き
、
介

護
保
険
に
係
る
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
。
他

市
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
、
制
度
の
導
入

を
検
討
し
て
い
く
。

　
質
問
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
で

も
医
療
は
非
常
に
重
要
な
立
場
に
あ
る
。
大

町
病
院
も
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
今
か
ら
独
自
に
検
討
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
答
弁
　
大
町
病
院
は
、
新
年
度
か
ら
回
復

期
の
病
棟
設
置
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。
ま

た
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
老
健
施
設
「
虹
の
家
」
を
併

設
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
機
能
を
有
機
的
に

結
び
つ
け
、
住
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
病

状
に
応
じ
て
医
療
と
介
護
を
循
環
し
な
が
ら

受
け
ら
れ
る
「
地
域
完
結
型
」
の
医
療
・
介

護
の
構
築
を
目
指
し
て
い
く
。

　
質
問
　
地
域
包
括
ケ
ア
と
い
う
と
、
介
護

水
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
答
弁
　
雨
水
と
雪
解
け
水

で
構
成
さ
れ
る
。

　
質
問
　
雨
水
や
雪
解
け
水
、

す
な
わ
ち
、
表
流
水
は
大
気

に
触
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
い
っ
た
ん
地
下

に
潜
り
、
再
び
湧
き
出
し
た
水
を
取
水
し
て

い
る
。
こ
れ
が
事
実
で
あ
る
。

　
答
弁
　
表
流
水
は
大
気
に
触
れ
て
い
る
。

　
質
問
　
昨
年
９
月
定
例
会
で
市
長
は
「
地

下
水
が
そ
の
ま
ま
大
気
に
触
れ
る
こ
と
な
く

管か
ん

渠き
ょ

で
配
水
池
に
運
ん
で
い
る
。
直
接
大
気

が
水
道
水
に
与
え
る
影
響
は
考
え
ら
れ
な

い
」
と
答
弁
し
た
が
間
違
い
で
、
撤
回
す
べ

き
だ
。

　
答
弁
　
取
水
部
分
で
は
触
れ
て
い
な
い
。

　
質
問
　
ご
み
焼
却
排
気
ガ
ス
が
水
源
や
地

下
水
へ
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
生
活
環
境
影

響
調
査
を
し
な
い
理
由
を
説
明
し
て
欲
し
い
。

　
答
弁
　
必
要
と
認
め
ら
れ
れ
ば
調
査
す
る
。

保
険
の
対
象
と
な
る
高
齢
者

の
み
に
つ
い
て
の
シ
ス
テ
ム

と
捉
え
ら
れ
が
ち
だ
。
し
か

し
、
同
じ
サ
ー
ビ
ス
、
ケ
ア

を
必
要
と
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
は
、
障
が
い
者
の
方
々
も
ま
っ
た
く

同
じ
だ
。
障
が
い
者
の
施
設
で
も
問
題
と

な
っ
て
い
る
の
は
看
護
師
不
足
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
に
も
、
ぜ
ひ
市
と
し
て
取
り
組
む
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
答
弁
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
介

護
保
険
事
業
計
画
の
柱
で
は
あ
る
が
、
理
念

に
お
い
て
は
、
対
象
者
は
高
齢
者
に
限
定

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
障
が
い
者
・
子

供
・
地
域
の
全
て
の
住
民
を
含
む
。
障
が
い

者
福
祉
施
設
の
運
営
基
準
に
お
い
て
配
置
を

定
め
て
い
る
看
護
師
の
確
保
は
容
易
で
は
な

い
。
今
後
は
個
々
の
事
業
所
、
関
係
者
の
協

力
、
連
携
に
よ
り
解
消
し
て
い
く
。

ご
み
焼
却
場
・
源
汲
候
補

地
の
問
題
点

医
療
・
介
護
等
の
連
携
で

地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
を

大
和
　
幸
久

太
田
　
昭
司

景観に影響は？大和作成イメージ

第１回の多職種連携会議



おおまち市議会だより（11）
一般質問（個人質問）／委員会審査報告

空
き
家
条
例
制
定
等
に
向
け
整
備
が
始
ま
る

　
質
問
　
市
全
体
の
住
宅
戸
数
は
１
万
５
５

０
戸
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
長
期
間
使
用
さ
れ

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
実
質
的
な
空
き
家
は

１
、
１
７
０
戸
で
あ
る
。
空
き
家
の
適
正
な

管
理
は
所
有
者
の
責
任
で
な
さ
れ
る
べ
き
な

の
は
当
然
で
あ
る
が
、
管
理
が
不
十
分
な
空

き
家
は
地
域
の
問
題
と
な
り
、
ゴ
ー
ス
ト
タ

ウ
ン
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
自
治
会
の

皆
様
の
強
い
思
い
が
９
月
以
降
の
陳
情
と
し

て
表
れ
て
き
た
も
の
だ
。
国
も
法
制
化
に
向

け
て
動
き
始
め
た
。
是
非
と
も
前
向
き
に
検

討
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
不
安
を
解
決
し
て

も
ら
い
た
い
。
大
町
市
も
問
題
解
決
に
向
け

て
踏
み
出
す
べ
き
だ
。

　
答
弁
　
指
摘
の
と
お
り
、
空
き
家
が
管
理

不
全
と
な
っ
た
時
に
防
災
・
防
犯
・
生
活
環

境
の
悪
化
・
景
観
の
悪
化
な
ど
の
問
題
が
生

じ
る
。
市
と
し
て
新
年
度
か
ら
新
た
に
「
老

朽
危
険
空
き
家
」
に
対
す
る
施
策
を
講
じ
る
。

自
民
党
の
空
き
家
対
策
議
員
連
盟
は
、
防
災

上
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
空
き
家
に
つ
い
て

所
有
者
に
自
主
撤
去
を
促
す
「
空
き
家
対
策

措
置
法
案
」
を
ま
と
め
、
議
員
立
法
を
目
指

し
て
い
る
。
同
法
は
①
自
治
体
の
空
き
家
へ

の
立
ち
入
り
調
査
権
を
認
め
て
除
去
修
繕
を

命
令
で
き
る
②
個
人
情
報
を
空
き
家
対
策
に

限
っ
て
内
部
利
用
で
き
る
③
自
主
撤
去
し
た

時
に
は
固
定
資
産
税
を
軽
減
す
る
、
と
し
て

い
る
が
、
市
は
国
の
法
を
待
た
ず
独
自
の

条
例
制
定
化
も
視
野
に
入
れ
、

根
拠
法
令
の
整
備
を
進
め
る
。

　
質
問
　
今
回
の
空
き
家
問

題
に
つ
い
て
、
大
町
市
と
し

て
は
っ
き
り
と
一
歩
前
に
踏

み
出
す
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
か
。
い
わ

ゆ
る
、
行
政
用
語
で
い
う
「
検
討
す
る
」
と

い
う
よ
う
な
「
や
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
で

は
な
い
の
か
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
は
っ
き
り

と
市
民
の
皆
様
に
対
し
て
答
弁
を
願
い
た
い
。

　
答
弁
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
自
治
体

に
権
限
が
な
く
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
と
こ

ろ
だ
。
危
険
家
屋
が
周
辺
環
境
に
様
々
な
悪

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、

市
と
し
て
可
能
な
対
策
を
進
め
る
よ
う
具
体

的
な
検
討
に
着
手
を
始
め
た
。
議
会
の
協
力

と
理
解
が
大
切
な
の
で
、
是
非
と
も
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

総
務
文
教
委
員
会

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
の

退
職
金
の
減
額
決
ま
る

　
議
案
第
６
号
「
特
別
職
の
職
員
等
の
退
職

手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
」
は
、
３
名
の
退
職
金
を
減
額
す
る

内
容
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
「
減
額
分
は
い

く
ら
か
」
と
質
疑
が
あ
り
、行
政
側
か
ら
「
４

年
任
期
で
お
よ
そ
５
０
０
万
円
で
あ
る
。
条

例
制
定
は
任
期
終
了
後
に
す
る
選
択
も
あ
り

検
討
し
た
が
、
理
事
者
の
指
示
に
よ
り
任
期

終
了
前
の
施
行
を
決
め
、
今
回
の
改
正
と

な
っ
た
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

市
制
施
行
60
周
年
・
合
併
10
年
記
念

事
業
予
算
に
つ
い
て

　
議
案
第
25
号
「
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予

算
」
に
企
画
費
９
５
０
万
円
、
美
麻
・
八
坂

支
所
費
に
各
２
５
０
万
円
の
関
連
予
算
が
あ

る
が
、
委
員
か
ら
「
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ
バ
ラ
な

費
用
の
か
け
方
を
せ
ず
に
、
連
携
し
て
互
い

に
経
済
効
果
が
上
が
る
よ
う
に
願
い
た
い
。

ま
た
合
併
後
の
現
状
を
考
え
た
り
、
将
来
の

地
域
づ
く
り
を
改
め
て
考
え
る
機
会
に
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

行
政
側
か
ら
「
市
制
施
行
60
周
年
は
、
単
に

お
祭
り
に
せ
ず
に
１
年
を
か
け
て
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
す
る
な
ど
、
趣

の
あ
る
事
業
に
配
慮
し
て
取
り
組
み
た
い
」

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

山
岳
博
物
館
の

ラ
イ
チ
ョ
ウ
飼
育
に
つ
い
て

　
委
員
か
ら
「
国
や
県
の
支
援
は
あ
る
か
。

ま
た
何
年
間
の
継
続
を
考
え
て
い
る
か
」
と

の
質
疑
が
あ
り
、
行
政
側
か
ら
「
現
在
国
・

県
の
補
助
金
は
な
い
が
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
保
護

増
殖
計
画
が
実
行
段
階
に
な
っ
た
時
に
別
途

要
請
を
す
る
。
計
画
は
５
年
ご
と
に
評
価
・

検
証
を
し
て
、
次
の
目
標
設
定
を
す
る
」
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
審
査
報
告

老
朽
危
険
家
屋
に
つ
い
て

堀
　
堅
一

管理不全の空き家対策が重要

ライチョウ舎建設予算承認される



おおまち市議会だより（12）
委員会審査報告

社
会
厚
生
委
員
会

市
営
駅
前
駐
車
場
の
上
限
料
金
を
設
定

　
議
案
第
13
号
「
市
営
駐
車
場
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
」
は
、
行
政
側
か
ら

「
一
般
利
用
者
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
駐

車
時
間
に
応
じ
て
料
金
設
定
し
て
お
り
、
長

時
間
に
わ
た
る
利
用
で
は
、
時
間
に
比
例
し

て
使
用
料
が
か
さ
む
た
め
、
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
や

急
行
バ
ス
を
利
用
し
て
県
外
等
に
行
か
れ
る

市
民
や
、
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
や
登

山
口
へ
向
か
う
観
光
客
な
ど
か
ら
、
利
用
を

敬
遠
さ
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
改
善
し
、
市
民
や
観
光
客
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
一
般
的
な
日
帰
り
旅
行
に

お
け
る
駅
前
駐
車
場
の
利
用
時
間
を
15
時
間

と
想
定
し
、
そ
れ
を
超
え
た
場
合
に
は
使
用

時
間
に
よ
ら
ず
、
使
用
料
の
上
限
を
１
、
５

０
０
円
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
他
の
委
員
か
ら
「
現
在
の
利

用
状
況
と
改
正
後
の
利
用
見
込
み
」
に
つ
い

て
も
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

特
定
健
診
の
自
己
負
担
が
無
料
に

　
議
案
第
26
号
「
平
成
26
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
」
は
、
委
員
か
ら
「
新
年

度
か
ら
２
カ
年
、
特
定
健
診
の
自
己
負
担
が

無
料
と
な
る
が
、
市
民
へ
の
周
知
方
法
」
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
行
政
側
か
ら
「
各
家

庭
へ
の
健
診
の
申
込
書
と
併
せ
た
チ
ラ
シ
の

配
布
、
広
報
紙
へ
の
掲
載
及
び
マ
ス
コ
ミ
へ

の
情
報
提
供
を
実
施
し
て
お
り
、
ま
た
、
大

型
店
で
の
チ
ラ
シ
配
布
等
も
行
っ
て
い
る
が
、

窓
口
を
一
本
化
す
る
な
ど
市
民
に
よ
り
分
か

り
や
す
く
す
る
た
め
検
討
を
し
て
い
く
」
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。他
の
委
員
か
ら「
特

定
健
診
の
受
診
率
向
上
に
向
け
た
今
後
の
取

り
組
み
方
法
」
に
つ
い
て
も
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

産
業
建
設
委
員
会

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算

　
商
工
労
政
課
所
管
事
項
の
審
査
で
は
、
委

員
か
ら
「
地
域
資
源
開
発
事
業
の
概
要
に
つ

い
て
」
質
疑
が
あ
り
、
行
政
側
か
ら
「
市
の

知
名
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
『
地

サ
イ
ダ
ー
』
の
特
産
品
化
支
援
を
行
う
。
破

砕
帯
の
水
を
原
料
と
し
て
、
ア
ル
ペ
ン
ル
ー

ト
開
通
後
に
採
水
し
、
工
場
で
ボ
ト
リ
ン
グ
、

市
内
福
祉
施
設
で
ラ
ベ
ル
貼
り
を
行
う
予
定
。

破
砕
帯
の
水
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、
商
品
の
付
加
価

値
を
つ
け
て
い
き
た
い
」
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
観
光
課
所
管
事
項
の
審
査
で
は
、
委
員
か

ら
「
北
陸
新
幹
線
延
伸
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
負
担

金
に
つ
い
て
」
の
質
疑
が
あ
り
、
行
政
側
か

ら
「
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
へ
の
広
告
掲
載
を

通
じ
て
、
大
町
の
旅
行
商
品
を
販
売
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
旅

行
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
大
町
温
泉
郷
等
を
掲
載

し
て
店
頭
に
置
く
よ
う
に
お
願
い
す
る
。
新

幹
線
駅
か
ら
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
の
間
で
の
滞

在
・
周
遊
を
促
し
、
観
光
消
費
額
が
多
く
な

る
宿
泊
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
」
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
下
水
道
所
管
事
項
の
審
査
で
は
、
委
員
か

ら
「
合
併
浄
化
槽
の
普
及
率
に
つ
い
て
」
の

質
疑
が
あ
り
、
行
政
側
か
ら
「
浄
化
槽
処
理

区
域
人
口
７
、
１
９
５
人
中
、
４
、
７
４
６

人
が
合
併
浄
化
槽
を
利
用
し
て
お
り
、
水
洗

化
率
は
66
％
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
建
設
課
所
管
事
項
の
審
査
で
は
、
委
員
か

ら
「
橋
梁
長
寿
命
化
工
事
に
関
し
、
工
事
内

容
に
つ
い
て
」
の
質
疑
が
あ
り
、
行
政
側
か

ら
「
市
内
に
３
４
８
あ
る
橋
梁
の
修
繕
計
画

に
基
づ
き
国
の
交
付
金
を
受
け
て
実
施
。
新

年
度
は
、
蓮
華
大
橋
の
舗
装
工
事
に
着
手
」

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
慎
重
審
査
の
結

果
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
は
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

利用しやすくなる駅前駐車場

耐震補強工事予定の蓮華大橋

委
員
会
審
査
報
告



おおまち市議会だより（13）
１月臨時会／審議結果

賛否が分かれた議案
■３月定例会

○…賛成　●…反対

議案番号 案　　件

議
決
の
結
果

議席
番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

議
員
名

勝
野
　
富
男

眞
嶋
　
強
志

平
林
　
英
市

松
島
　
吉
子

小
林
　
治
男

太
田
　
昭
司

堀
　
　
堅
一

二
條
　
孝
夫

神
社
　
正
幸

和
田
　
俊
彦

髙
橋
　
　
正

岡
　
　
秀
子

大
和
　
幸
久

八
木
　
　
聡

竹
村
　
武
人

荒
澤
　
　
靖

大
厩
　
富
義

中
牧
　
盛
登

議案第25号 平成26年度一般会計予算 可決(賛成多数) ○ ○ ● ●

議
　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

議案第28号 平成26年度公営簡易水道事業特別会計予算 可決(賛成多数) ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第32号 平成26年度公共下水道事業会計予算 可決(賛成多数) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

議事第１号 大町市議会議員定数条例の一部を改正する条例制定 可決(賛成多数) ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■１月臨時会
議案第２号 平成25年度一般会計補正予算（第５号） 可決(賛成多数) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

全会一致で可決・同意された議案
■３月定例会

議案第３号 市道路線の廃止及び認定

議案第４号 職員定数条例の一部を改正する条例制定

議案第５号 特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条例制定

議案第６号 特別職の職員等の退職手当に関する条例の一部を改正する条例制定

議案第７号 特別会計条例の一部を改正する条例制定

議案第８号 基金条例の一部を改正する条例制定

議案第９号 税条例の一部を改正する条例制定

議案第10号 国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定

議案第11号 大町山岳博物館条例の一部を改正する条例制定

議案第12号 公共物管理条例の一部を改正する条例制定

議案第13号 市営駐車場条例の一部を改正する条例制定

議案第14号 公共下水道事業区域外流入受益者分担金に関する条例制定

議案第15号
水道事業及び公営簡易水道事業の布設工事監督者の配置基準
及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例
の一部を改正する条例制定

議案第16号 消防団条例の一部を改正する条例制定

議案第17号 平成25年度一般会計補正予算（第６号）

議案第18号 平成25年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

議案第19号 平成25年度公共下水道特別会計補正予算（第３号）

議案第20号 平成25年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

議案第21号 平成25年度公営簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

議案第22号 平成25年度温泉宿泊施設事業特別会計補正予算（第２号）

議案第23号 平成25年度水道事業会計補正予算（第２号）

議案第24号 平成25年度温泉引湯事業会計補正予算（第２号）

議案第26号 平成26年度国民健康保険特別会計予算

議案第27号 平成26年度後期高齢者医療特別会計予算

議案第29号 平成26年度温泉宿泊施設事業特別会計予算

議案第30号 平成26年度水道事業会計予算

議案第31号 平成26年度温泉引湯事業会計予算

議案第33号 平成26年度農業集落排水事業会計予算

議案第34号 平成26年度病院事業会計予算

議案第35号 平成25年度一般会計補正予算（第７号）

議案第36号 公平委員会委員の選任

議事第２号 雇用の安定を求める意見書

議事第３号 ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉に関する意見書

■１月臨時会
議案第１号 教育委員会委員の任命

提出案件の審議結果と各議員の賛否一覧

1月臨時会
3,000万円追加、補正予算可決

　１月 22 日、１月臨時会が開催されました。
　提出された案件は、人事案件１件、予算案件１件の計２件でした。人事案件は、教育委
員会委員藤井一男氏任命について、予算案件は、歳入では国の合併支援補助金 3,000万円
の計上、歳出では八坂地区定住促進住宅建設事業 5,593万７千円の計上が主な内容です。
人事案件は全会一致、予算案件は賛成多数で、それぞれ原案どおり同意・可決しました。



おおまち市議会だより（14）
請願・陳情審査結果／議長の一言

　市議会議員の定数を２人減員することが決まりました。今の議員定数18人が16人とな
り、次回の一般選挙から実施されます。
　市民の皆様との意見交換会の折に、議員の数について意見があったことから、公募の市
民２人を交え、議員定数等検討委員会を設置して検討を重ねてまい
りました。様々な意見がありましたが、本会議において、16人とす
ることに決定しました。
　議員の数を減らすと市民の声が十分に市政に届かなくなるのでは
ないか、との意見もありましたが、議員一人一人がアンテナを高く
して、市民福祉の向上と市政の発展のために活動していく所存です。
　市民の皆様のご理解をお願いします。

請
願
・
陳
情
審
査
結
果

採
択

○
陳
情
第
１
号
　
水
路
の
整
備
等
に
つ
い
て

（
源
汲
自
治
会
長
）

○
陳
情
第
２
号
　
道
路
の
整
備
等
に
つ
い
て

（
中
花
見
自
治
会
長
）

○
陳
情
第
３
号
　
道
路
・
水
路
の
整
備
等
に

つ
い
て
（
三
日
町
自
治
会
長
他
３
名
）

○
陳
情
第
４
号
　
道
路
・
水
路
の
整
備
等
に

つ
い
て
（
中
綱
自
治
会
長
）

○
陳
情
第
５
号
　
道
路
・
水
路
の
整
備
等
に

つ
い
て
（
海
の
口
自
治
会
長
）

○
陳
情
第
６
号
　
道
路
・
水
路
の
整
備
等
に

つ
い
て
（
借
馬
自
治
会
長
）

○
陳
情
第
７
号
　
道
路
・
水
路
の
整
備
等
に

つ
い
て
（
稲
尾
自
治
会
長
）

○
陳
情
第
９
号
　
国
土
交
通
省
告
示
第
15
号

の
履
行
に
関
す
る
陳
情
（
一
般
社
団
法
人

長
野
県
建
築
士
事
務
所
協
会
会
長
他
１
名
）

○
陳
情
第
10
号
　
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
に

関
す
る
陳
情
（
一
般
社
団
法
人
長
野
県
建

築
士
事
務
所
協
会
会
長
他
１
名
）

○
請
願
第
11
号
　
雇
用
の
安
定
を
求
め
る
意

見
書
の
採
択
を
求
め
る
請
願
（
日
本
労
働

組
合
総
連
合
会
長
野
県
連
合
会
大
北
地
域

協
議
会
議
長
）

○
陳
情
第
12
号
　
道
路
・
水
路
の
整
備
等
に

つ
い
て
（
野
口
自
治
会
長
）

○
陳
情
第
13
号
　
道
路
・
水
路
の
整
備
等
に

つ
い
て
（
西
原
自
治
会
長
）

○
陳
情
第
15
号
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
決
議
の
実
現
を
求

め
る
意
見
書
の
採
択
に
つ
い
て
（
大
北
農

業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
）

○
陳
情
第
16
号
　
道
路
・
水
路
の
整
備
等
に

つ
い
て
（
北
原
町
自
治
会
長
）

○
陳
情
第
17
号
　
道
路
・
水
路
の
整
備
等
に

つ
い
て
（
曽
根
原
自
治
会
長
）

○
陳
情
第
18
号
　
道
路
・
水
路
の
整
備
等
に

つ
い
て
（
大
原
町
自
治
会
長
）

○
陳
情
第
19
号
　
道
路
・
水
路
の
整
備
等
に

つ
い
て
（
松
崎
自
治
会
長
他
１
名
）

○
陳
情
第
20
号
　
閏
田
地
区
の
生
活
基
盤
整

備
に
関
す
る
陳
情
（
閏
田
自
治
会
長
）

○
陳
情
第
21
号
　
道
路
・
水
路
の
整
備
等
に

つ
い
て
（
宮
本
自
治
会
長
）

○
陳
情
第
22
号
　
道
路
・
水
路
の
整
備
等
に

つ
い
て
（
山
下
自
治
会
長
他
４
名
）

○
陳
情
第
23
号
　
道
路
・
水
路
の
整
備
等
に

つ
い
て
（
館
之
内
自
治
会
長
）

○
陳
情
第
24
号
　
通
学
路
の
安
全
確
保
に
関

す
る
陳
情
（
大
町
市
立
大
町
南
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
副
会
長
他
１
名
）

○
陳
情
第
25
号
　
道
路
・
水
路
の
整
備
等
に

つ
い
て
（
二
ツ
屋
自
治
会
長
）

不
採
択

○
陳
情
第
８
号
　
最
低
制
限
価
格
の
設
定
に

関
す
る
陳
情
（
一
般
社
団
法
人
長
野
県
建

築
士
事
務
所
協
会
会
長
他
１
名
）

継
続
審
査

○
陳
情
第
14
号
　
常
盤
地
区
（
清
水
区
・
下

一
区
の
一
部
）
中
学
校
生
徒
の
冬
期
間
通

学
方
法
に
関
す
る
陳
情
（
仁
科
台
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
他
１
名
）

3月定例会を終えて議長 の 一言

市議会本会議の模様を、大町市ケーブルテレビと大町市ホームページで生放送しています。
またケーブルテレビでは、一般質問の模様を再放送しています。ホームページでは録画をご覧いただけます。

市議会を生中継しています



おおまち市議会だより（15）
意見交換会アンケート結果

開催地区 計

市
民
と
の
意
見
交
換
会

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　
昨
年
行
わ
れ
た
「
市
民
と
の
意
見
交
換
会
」
で
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
報
告

い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
意
見
は
今
後
の
意
見
交
換
会
や
市
議
会
活
動
の
参
考
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

参加人数 65

アンケート回収数 19

１. 開催時期について 計
（1）現行どおり決算議会である 9月定例会後でよい 17

（2）その他の時期がよい（　　月頃） 1

回答なし 1

２．開催日時について 計
（1）現行どおり平日の夜間でよい 18

（2）平日の昼間がよい 0

（3）休日の昼間がよい 1

（4）休日の夜間がよい 0

（5）その他 0

３. 開催場所及び回数について 計
（1）現行どおり各地区 1箇所、全６回程度の開催でよい 18

（2）市域全体で１回程度の開催でよい 0

（3）開催場所や回数をもっと増やしてほしい 0

回答なし 1

４．運営方法、テーマについて
　意見交換会の運営方法、希望するテーマについてご意見、ご要望等あればご記入ください。

・初めての話し合いで健康づくり教室について意見を出しましたが、各自治会長、また委員が身軽になるよ
う考えてほしい。
・議会報告等、発表する議員によって、わかり易い人と、書いてあるのを読むだけの人とまちまち。自分の
発表するものを、わかり易いように発表してほしい。
・テーマについては、病院事業赤字という話ではなく、良い医者を揃え、経営を黒とするための取組み等、
現実の問題について資料を揃え説明をして欲しい。
・議員の方から問題を住民に投げかけてもらいたい。
・自由討論でよい。
・市全体への意見交換も必要であるが、その地区の現状に即した課題を提起して集中的意見交換の場に。

５．その他
　本日のご感想、その他市議会に対するご意見、ご要望等ありましたらご記入ください。

・議員さんそれぞれの考えを聞く事ができ良い会でした。できればもう少し多くの市民が参加できるような
工夫をお願い致します。ありがとうございました。（今回の開催通知をもう少し早くいただきたかった。）
・元気を出して市民の先頭にたって頑張って下さい。
・議員から当初の気持ち、また給与等の話しがじかに聞けて良かった。
・参加者が少なく残念に思った。連合社自治会では、７日という事で参加者を募っていたのに、２，３日前
に変更となった通知をもらいました。それぞれ皆予定を立てていたと思い、参加者の少ない原因は、変更
でした。それぞれの連合と話し合い、直前の変更のない日程にして欲しい。
・16日（土）の議員定数の話し合いと市民活動サポートセンター、協働のまちづくりフォーラムと時間が
同じというように、接点が悪いのか知りませんが、何かちぐはぐな日程に腹が立ちます。
・議員定数は今のままで良いと思う。
・議員活動の中で、議員以外の活動時間が多いとのことですが、調査研究等、議会だより以上の報告を望む。
・住民サービスの一環として、支所にポケットマネー的余裕な資金を支給できないか。
・二重の企業センターの話は地元の自治会に説明をして欲しい。

平成
25
年度

（人）



おおまち市議会だより（16）
東小６年生傍聴の感想

　
３
月
４
日
（
一
般
質
問
１
日
目
）
に
、
大
町
東

小
学
校
6
年
生
40
人
の
児
童
が
、
５
日
（
一
般
質

問
２
日
目
）
に
、
大
町
北
小
学
校
6
年
生
71
人
の

児
童
が
、
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
出
張
講
座
と

し
て
、
市
議
会
傍
聴
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
身
近
な
課
題
を
議
論
し
て
い
る
市
議
会
の
様
子

に
つ
い
て
、
様
々
な
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

議
会
傍
聴

大町東小学校６年生

有料道路が通勤通学の時だけ
割引きをする。という案がす
ごく良いと思いました。

難しい話だったけど、みなさ
んが大町市のために話してく
ださっていると思うと「ありが
とうございます」と思います。
ぼくも、分かるようになった
らぼくも、考えたいと思います。

わからない言葉もたくさんあ
りましたが、本年度の予算が
どのようにつかわれるのかが
わかりました。議会は、最初
はどのようにやるかわかりま
せんでしたが、議員さんとの
きんちょうしたやりとりの場
ということがわかりました。

ケーブルテレビで見たことは
あったけど、生で見たら、予想
とちがうことをやっていました。

議員の方の質問の時間が
決

まっていて、それ以上は話
せ

ないという事にはびっくり
し

ました。なので、議員の人
は

時間が制限されているとい
う

事で時間によって内容を変
え

たりしなければいけないの
で

大変そうだなと思いました
。

私たちの他に議会を傍聴し
て

いる市民の方が少なくて残
念

でした。自分たちの住む大
町

市のことなので、もっとた
く

さんの市民の方が傍聴した
い

と思える議会になればい
い

なぁと思いました。

どの議員さんも真けんな表情で
議会に参加し、自分の考え、意見
をしっかり述べていて僕はそんな
所をまねしたいと思いました。

重要な会議だったけど、話が
むずかしくて分かりませんで
した。防災対策の話などは、
熱心に話し合っている姿が伝
わりました。

消費税のお話は、すこし興味
をもって聞くことができました。
難しかったけど、大きくなった
ら意味が分かってくると思う
のでそれまで、メモしたもの
を、とっておこうと思いました。

僕も、将来このようなことに
参加することになったら、大
町市の議員さんの様にどうど
うと意見を述べたいです。

ぼくたちも児童総会という会を
やっていて、少し身近に感じました。

議員さんや、委員の方たちが、
メモをしていたり、話をうな
ずきながら聞いていて、すご
くきんちょう感がありました。

今回話しあっていた問題点の
話しを聞いて難しいなぁ、こ
んな問題があったんだと私が
考えた事のなかった事がいっ
ぱいあってびっくりしました。

質問されてすぐ答えられたり、
ばんばん意見をいっていてす
ごいなぁと思いました。税金の
ことなどいろいろわかりました。



おおまち市議会だより（17）
北小６年生傍聴の感想

大町北小学校６年生

こんなに近くでそういう話し
合いを聞く機会は無いと思う
し、とても良い勉強になった
と思います。

大人になったら、住んでいる
町をよりよくする活動などに
参加できるようにしたいです。

議員の人たちが真けんに大
町

を守ろうとしている事はし
っ

かりと伝わってきました。

大人になったら話の内容や言
葉の意味が分かってるかもし
れないので、大人になったら
もう一回見てみたいです。

今、若い人が少なくなって
いると知っておどろきまし
た。若い人が減ると、働く人
が減ってお金がどんどんなく
なってしまうからです。ぼく
達は、ぼく達に出来る事を
しっかりやりたいです。

市民のかげでいつのまに第5位
になったりと知らない所で考
えてすごいと思った。私たち
にできることを習ってしっか
り町づくりしていきたいです。

一人一人の議員さんや各委員
会の人が自分の役割からの意
見を的確に質問・応答してい
るのはすごいと思った。大町
市の安心・安全、これからの
未来を考えて話し合っている
人がいるんだと知りました。

大町市民のことを必死に考え
てくださっていたことがよく分
かりました。これからの授業に
いかしていきたいと思います。

私も、大町市をより明るくす
るため、あいさつなどで、で
きることをやりたいなと思い
ます。これからも大町市のた
めによろしくおねがいします。

市議会では、私たちが日常生
活を明るく過ごせるように、
話し合ってくれていることが
わかりました。

インフラとかＴＰＰとか、よ
くテレビで聞く言葉が出てま
したね。国会でやるのも、大
町市でやる議会も共通する
ワードが出てくるんですね。

将来、議員さんみたいな立派
な人にはなれないと思うけど、
自分の町を大切に出来る人に
なりたいと思いました。

いままで、ふ通に暮らしてい
て、大町市のことがどのよう
なじょうきょうだったのか知
りました。

何か大きな事を進めるため
に

は話し合いが大事だと分か
り

ました。ぼくも、市民とし
て

の意見をもち、大町市がも
っ

とよくなるように努めてい
き

たいです。

大町市議会傍聴規則に基づき、本会議・全員協議会・各常任委員会の傍聴ができます。
詳しい日程等については大町市ホームページ、または議会事務局までお問い合せください。

大町市議会事務局　電話 0261-22-1139

市議会の傍聴におでかけください
次の定例会は
平成26年6月です。
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編
集
後
記

　
例
年
、
こ
の
頃
に
な
る
と
引
越
し
を
よ
く

見
か
け
ま
す
。
春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節

で
あ
り
、
大
学
や
就
職
で
大
町
市
を
後
に
す

る
若
者
達
や
、
同
時
に
官
公
庁
の
職
員
な
ど

大
町
市
に
赴
任
し
て
来
ら
れ
る
方
も
い
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
度
大
町
市
は
『
住
み
た
い
田

舎
』
の
全
国
５
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
移
り
住
み
た
い
人
の
た
め
に
定
住
促

進
の
説
明
会
や
空
き
家
の
斡
旋
の
他
、
Ｉ

タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
奨
励
商
品
券
や
、
子
育

て
世
代
を
応
援
す
る
商
品
券
贈
呈
な
ど
定
住

促
進
施
策
を
積
極
的
に
行
い
、社
会
動
態（
人

口
の
転
入
・
転
出
の
差
）
が
プ
ラ
ス
に
な
り

ま
し
た
。
市
民
一
人
ひ
と
り
の
声
掛
け
や
、

お
も
て
な
し
の
心
の
ラ
ン
ク
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
、
他
県
で
何
回
か
住
居
を
替
え
ま
し

た
が
、
そ
の
た
び
温
か
い
声
掛
け
が
あ
り
異

郷
に
な
じ
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
声
掛
け

に
は
多
少
の
勇
気
が
必
要
で
す
が
、
大
町
市

民
は
温
か
な
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
は
ず
で

す
。

　
住
み
慣
れ
た
土
地
を
後
に
移
住
す
る
に

は
、
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
決
意
が
必
要
で

す
。
移
ら
れ
て
か
ら
、
大
町
市
を
良
く
す
る

た
め
に
活
動
さ
れ
て
い
る
人
達
に
私
は
よ
く

出
会
い
ま
す
。
大
町
市
を
愛
し
、
自
然
を
見

直
し
、
大
町
市
の
良
さ
を
引
き
出
そ
う
と
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
き
ら
り
輝
く
大
町
市
づ
く
り
に
共
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
神
社
）

　
大
町
市
議
会
で
は
、
特
に
重
要
な
課
題

に
つ
い
て
全
議
員
で
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
、
子
育
て
支
援
、
定
住
対

策
を
学
ぶ
た
め
に
、
１
月
30
・
31
日
に
、

茨
城
県
神か

み
す栖
市
と
千
葉
県
い
す
み
市
に
視

察
に
行
き
ま
し
た
。

　
神
栖
市
は
、
人
口
約
９
万
５
千
人
で
、

子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
つ
く
り
、
総
合

的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
し
た
。
独
自
事

業
で
あ
る
「
第
３
子
以
降
就
学
前
保
育
無

料
事
業
」
で
は
、
１
子
、
２
子
が
18
歳
未

満
で
あ
れ
ば
、
第
３
子
の
保
育
料
を
無
料

に
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を
減
ら
し
、

子
ど
も
を
生
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
ま
し
た
。

　
い
す
み
市
は
、
人
口
４
万
１
千
人
ほ
ど

の
規
模
で
、
主
に
定
住
対
策
を
研
修
し
ま

し
た
。
い
す
み
市
定
住
促
進
協
議

会
は
、
委
員
23
名
で
、
移
住
者
・

商
工
会
・
不
動
産
業
者
・
行
政
な

ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、

官
民
連
携
に
よ
る
シ
ン
ク
タ
ン

ク
的
組
織
で
あ
り
、
移
住
・
定
住

施
策
の
企
画
・
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。
具
体
的
な
事
業
は
、
①
移

住
相
談
案
内
所
「
い
す
み
暮
ら
し

サ
ロ
ン
」
の
運
営
、
②
首
都
圏
で

の
セ
ミ
ナ
ー
・
出
張
移
住
相
談
の

実
施
、
③
移
住
者
向
け
の
農
業
基

盤
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
サ

ロ
ン
は
、
移
住
者
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て

お
り
、
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
体
制
が
整

っ
て
い
ま
す
。
週
末
に
は
行
政
職
員
等
も

入
り
、
人
数
を
増
や
し
て
移
住
相
談
に
対

応
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
い
す
み
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
研
究
所
へ
情
報
発
信
事
情
を
委
託
し
、

民
間
の
活
力
、
企
画
・
ア
イ
デ
ア
を
活
用

し
て
い
ま
し
た
。
具
体
的
な
事
業
と
し
て

は
、
①
移
住
者
向
け
の
体
験
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
、
②
田
舎
暮
ら
し
情
報
セ
ン

タ
ー
開
設
、
③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
広
報

誌
・
チ
ラ
シ
な
ど
活
用
し
た
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。
体
験
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、「
古
民
家
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ツ
ア

ー
」「
そ
ば
打
ち
体
験
、
そ
ば
の
種
ま
き
」

「
手
前
味
噌
を
つ
く
ろ
う
」
な
ど
、
テ
ー

先
進
地
視
察
報
告

子
育
て
支
援
と
定
住
化
促
進
で

大
町
市
の
活
性
化
を

マ
を
も
っ
た
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
い
ま
し

た
。
定
住
化
事
業
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、

地
元
の
歴
史
や
経
験
、
移
住
者
の
感
覚
の

両
方
を
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

再
認
識
し
ま
し
た
。

　
大
町
市
は
、
他
市
と
比
較
す
る
と
特
に

人
口
減
少
が
激
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
子
育

て
支
援
、
定
住
化
政
策
の
両
面
か
ら
、
大

町
市
の
人
口
を
増
や
す
た
め
に
、
市
議
会

と
し
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。


